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医療・介護従事者の
　　　　　　　賃上げ実現に向けて要望

松本吉郎日本医師連盟委員長、岸田文雄内閣総理大臣と面会

松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
三
月
七
日
、
釜
萢
敏
常
任
執
行
委

員
と
共
に
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、
加

藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
類
型
変
更
後
に
お
け
る
財
政
支
援

を
求
め
る
要
望
書
を
手
交
し
た
。

具
体
的
な
要
望
事
項

一
、�

次
の
感
染
症
に
備
え
る
た
め
、

改
正
感
染
症
法
（
令
和
六
年
四

月
一
日
施
行
分
）
に
基
づ
く
、

病
床
確
保
や
発
熱
外
来
等
の
協

定
締
結
に
至
る
ま
で
の
医
療
提

供
体
制
維
持
へ
の
支
援

一
、�

地
域
の
発
熱
外
来
診
療
体
制
の

維
持
・
充
実
の
た
め
の
支
援

一
、�

緊
急
包
括
支
援
事
業
の
う
ち
病

床
確
保
料
等
の
必
要
な
事
業
の

継
続

一
、�

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

に
よ
る
介
護
施
設
等
の
か
か
っ

た
経
費
等
の
支
援
策
の
継
続

一
、�

国
民
が
医
療
機
関
に
か
か
る
際
、

検
査
や
受
診
を
受
け
な
い
・
受

け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
、
高
額
な
治
療
薬
も

含
め
、
で
き
る
だ
け
国
民
負
担

が
か
か
ら
な
い
支
援

一
、
診
療
報
酬
上
の
特
例
の
継
続

一
、�

医
療
機
関
が
入
院
調
整
や
健
康

観
察
を
担
う
た
め
の
新
た
な
業

務
に
対
す
る
診
療
報
酬
上
の
対

応

一
、�

介
護
保
険
施
設
を
は
じ
め
高
齢

者
施
設
等
に
対
す
る
医
療
支
援

へ
の
対
策

一
、�

中
小
病
院
に
お
け
る
要
介
護
高

齢
者
等
の
入
院
受
入
へ
の
対
策

総理官邸を訪問　4月11日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

感
染
症
法
上
の
類
型
変
更
後
に
お
け
る

   

財
政
支
援
を

　
　 

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
要
望

松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員�

長
は
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
に

対
し
て
、
光
熱
費
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
対
策
と
し
て
、
地
方
交
付
金

に
七
千
億
円
（
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

分
）
の
積
み
増
し
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
た
う
え

で
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃
金
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
政
府
の
方
針

に
そ
い
産
業
界
で
賃
上
げ
が
進
ん
で

い
る
こ
と
、
医
療
・
介
護
従
事
者
約

八
百
万
人
の
処
遇
改
善
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
、
公
定
価
格
に
よ
り

運
営
す
る
医
療
機
関
等
は
、
価
格
に

転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
賃
上
げ

に
は
十
分
な
原
資
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
労
働
環
境
に

つ
い
て
、
令
和
六
年
四
月
よ
り
医
師

の
働
き
方
改
革
の
新
制
度
が
施
行
さ

れ
、
医
師
の
時
間
外
労
働
に
上
限
規

制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
各
大
学
病

院
等
か
ら
各
地
域
の
医
療
機
関
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
医
師
が
引
き
あ
げ
、

地
域
医
療
、
と
く
に
産
科
・
救
急
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
、
地
域
か
ら
産
科
・
救
急
が
な

く
な
る
と
、
大
き
な
社
会
問
題
に
発

展
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
賃
上
げ
を
含

め
た
労
働
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
産
科
・
救
急
医
療
機
関

が
減
ら
な
い
よ
う
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
医
師
の
働
き
方
改
革
で

は
「
地
域
医
療
の
継
続
性
」
と
「
医

師
の
健
康
へ
の
配
慮
」
の
二
つ
を
両

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
日
本

医
師
会
は
こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

な
お
、四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、

わ
が
国
で
最
大
規
模
の
学
術
集
会
で

あ
る
日
本
医
学
会
総
会
開
会
式
へ
の

臨
席
に
つ
い
て
も
依
頼
し
た
。

　

松
本
吉
郎
委
員
長
は
4
月
11
日
、
総
理
官
邸
を
訪
れ
、

岸
田
文
雄
首
相
と
面
会
し
、「
医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃
上

げ
の
実
現
」
等
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
要
望
し
た
。

加藤厚労大臣へ要望内容を説明　3月7日

加藤厚労大臣へ要望書手交　3月7日
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四
月
六
日（
木
）　
門
博
文（
か
ど 

ひ
ろ
ふ
み
）事
務
所
訪
問【
自
民
】

松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
四
月
六
日
、
和
歌
山
県
医
師
連
盟

の
平
石
英
三
委
員
長
と
共
に
衆
議
院

和
歌
山
県
第
１
区
選
出
議
員
補
欠
選

挙
候
補
者
の
門
博
文
氏
の
事
務
所
を

訪
れ
必
勝
を
祈
願
し
た
。
ま
た
、
そ

の
後
候
補
者
本
人
に
も
直
接
会
い
激

励
し
た
。

四
月
九
日（
日
）　
岸
信
千
世（
き
し 

の
ぶ
ち
よ
）事
務
所
訪
問【
自
民
】

松
本
委
員
長
は
四
月
九
日
、
山
口

県
医
師
連
盟
の
加
藤
智
栄
委
員
長
と

共
に
衆
議
院
山
口
県
第
２
区
選
出
議

員
補
欠
選
挙
候
補
者
の
岸
信
千
世
氏

の
事
務
所
を
訪
れ
必
勝
を
祈
願
し
た
。

ま
た
、候
補
者
本
人
は
遊
説
中
の
た

め
、岸
事
務
所
内
で
有
近
ま
ち
こ
山
口

県
議
会
議
員
に
激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

四
月
九
日（
日
）　
吉
田
真
次（
よ
し

だ 

し
ん
じ
）事
務
所
訪
問【
自
民
】

松
本
委
員
長
は
四
月
九
日
、
山
口

県
医
師
連
盟
の
加
藤
委
員
長
と
下
関

市
医
師
連
盟
役
員
と
共
に
衆
議
院
山

口
県
第
４
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
候

補
者
の
吉
田
真
次
氏
の
事
務
所
を
訪

れ
必
勝
を
祈
願
し
、
候
補
者
本
人
に

も
直
接
会
い
激
励
し
た
。

四
月
九
日（
日
）　
白
坂
亜
紀（
し
ら

さ
か 

あ
き
）事
務
所
訪
問【
自
民
】

松
本
委
員
長
は
四
月
九
日
、
大
分

えりアルフィヤ事務所訪問　松本委員長・伊藤委員長・羽
生田参議員　4月10日

松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

は
三
月
十
七
日
、猪
口
雄
二
全
日
本
病

院
協
会
長
、加
納
繁
照
日
本
医
療
法
人

協
会
長
、山
崎
學
日
本
精
神
科
病
院
協

会
長
ら
と
共
に
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
「
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
等
に
お
け
る
光

熱
費
等
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

に
関
す
る
要
望
」
を
手
交
し
た
。

具
体
的
な
要
望
事
項

（
１
）
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
等

えりアルフィヤ候補者と談笑　4月10日

吉田事務所訪問　下関市医師連盟の皆さまと　4月9日白坂事務所訪問　松本委員長・河野委員長　4月9日

岸事務所訪問　松本委員長・加藤委員長　4月9日
吉田事務所訪問　松本委員長・加藤委員長（中央候補者）

4月9日

門事務所訪問　松本委員長・平石委員長　4月6日

門候補者本人へ激励（中央候補者）4月6日

日本医師会はじめ、 
 医療、介護の10団体で
  加藤厚労大臣に光熱費等の物価高騰に
　　　　　　　　　　　　対する支援を要望

が
光
熱
費
を
含
む
医
療
と
介
護
の
提

供
に
必
要
な
コ
ス
ト
の
上
昇
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
財
政
措
置
を

予
備
費
の
活
用
を
含
め
早
急
に
講
じ

る
こ
と

（
２
）
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
等

が
医
療
・
介
護
従
事
者
に
対
し
て
物

価
高
騰
下
に
お
い
て
も
適
切
に
処
遇

を
改
善
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
財
政

措
置
を
予
備
費
の
活
用
を
含
め
早
急

に
講
じ
る
こ
と

加藤厚労大臣へ要望書手交（左から6番目松本委員長）3月17日

県
医
師
連
盟
の
河
野
幸
治
委
員
長
と

共
に
参
議
院
大
分
県
選
出
議
員
補
欠

選
挙
候
補

者
の
白
坂

亜
紀
氏
の

事
務
所
を

訪
れ
必
勝

を
祈
願
し

た
。ま
た
、

候
補
者
本

人
は
遊
説

中
の
た
め
、
秘
書
に
激
励
の
挨
拶
を

し
た
。

四
月
十
日（
月
）
え
り
ア
ル
フ
ィ
ヤ

事
務
所
訪
問【
自
民
】

松
本
委
員
長
は
四
月
十
日
、
市
川

市
医
師
連
盟
の
伊
藤
勝
仁
委
員
長
と

羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議
員
と
共
に

衆
議
院
千
葉
県
第
５
区
選
出
議
員
補

欠
選
挙
候
補
者
の
え
り
ア
ル
フ
ィ
ヤ

氏
の
事
務
所
を
訪
れ
必
勝
を
祈
願

し
、
候
補
者
本
人
に
直
接
会
い
激
励

し
た
。

衆
議
院
・
参
議
院
補
欠
選
挙

松
本
委
員
長
が
各
選
挙
区
を
訪
問
し
激
励
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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
松
本
吉
郎
委
員
長

を
は
じ
め
、日
医
連
の
先
生
方
に
は
、

日
頃
よ
り
格
別
の
温
か
い
ご
指
導
と

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
春
爛
漫
の
候
、
皆
さ
ま
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
一
月
か
ら
開
会
し

た
第
二
百
十
一
回
国
会
で
は
、
衆
・

参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
予
算
審
議

の
積
み
重
ね
を
経
て
、
三
月
二
十
八

日
に
は
与
党
賛
成
多
数
で
令
和
五
年

度
予
算
が
可
決
、
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
統
一
地
方
選
挙
の
応
援
と
並
行

し
て
、
連
日
の
常
任
委
員
会
や
特
別

委
員
会
も
中
盤
戦
に
差
し
か
か
り
、

法
案
審
査
や
一
般
審
議
が
日
々
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
現
在
、
内
閣
府
大
臣
政
務

官
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
連

盟
の
活
動
や
政
府
の
所
管
外
に
当
た

る
自
民
党
本
部
で
の
会
議
の
参
加
に

つ
い
て
は
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
政
府
側
と
し
て
答
弁
に
喚
ば

れ
る
機
会
も
多
く
、
地
方
創
生
や
新

た
な
経
済
対
策
、
こ
ど
も
政
策
や
男

女
共
同
参
画
、
沖
縄
・
北
方
対
策
や

拉
致
問
題
な
ど
担
当
が
多
岐
に
わ
た

り
、
日
々
、
政
府
内
の
政
策
立
案
な

ど
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
四
月
一
日
に
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
が
発
足
し
、「
こ
ど
も
基

本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
四
月

三
日
に
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、

小
倉
將
信
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
ご

列
席
の
も
と
、
こ
ど
も
た
ち
も
参
加

し
、
発
足
式
が
霞
が
関
ビ
ル
の
新
庁

舎
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
の
子
ど
も
家
庭
局
と
社
会
・
援

護
局
の
障
害
児
の
部

分
、
内
閣
府
の
子
ど

も
子
育
て
本
部
が
一

体
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
教
育
要
領
と

保
育
所
保
育
指
針
が

今
後
共
同
告
示
さ
れ

る
こ
と
、
重
大
な
い

じ
め
案
件
や
自
殺
や

事
故
等
も
こ
ど
も
家

庭
庁
と
文
部
科
学
省

と
の
共
同
に
な
る
こ

と
か
ら
、
役
所
は
主

と
し
て
厚
労
省
、
文

科
省
、
内
閣
府
、
総

務
省
、
そ
の
他
基
礎

議
論
が
各
政
党
内
、
そ
し
て
政
府
内

で
も
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

ど
も
家
庭
庁
が
、
同
庁
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

の
社
会
を
実
現
し
、
期
待
さ
れ
る
役

割
を
真
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
今
後

も
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

５
月
８
日
以
降
の
診
療
報
酬
に
つ

い
て五

月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
診
療
報
酬
特

例
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

三
月
十
日
に
は
、
各
都
道
府
県
等

の
調
整
本
部
を
通
じ
た
入
院
調
整
か

ら
医
療
機
関
間
で
の
調
整
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
た
め
、
コ

ロ
ナ
患
者
に
対
し
て
入
院
調
整
を
行

っ
た
場
合
に
九
百
五
十
点
、
ま
た
外

来
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
患
者
に
対
し
家

庭
内
の
感
染
防
止
策
等
の
療
養
上
の

指
導
を
行
っ
た
場
合
に
は
百
四
十
七

点
、
在
宅
診
療
に
つ
い
て
は
、
介
護

医
療
院
等
ま
た
は
介
護
老
人
福
祉
施

設
等
で
看
護
職
員
と
と
も
に
施
設
入

所
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

行
っ
た
場
合
に
九
百
五
十
点
、
入
院

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
三
倍
だ
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の
入
院
料
が
一
・
五
倍
に

な
り
、
救
急
医
療
管
理
加
算
が
四
〜

六
倍
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〜
三
倍
と

な
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
三
月
三
十
一
日
に
示
さ

れ
た
厚
労
省
の
事
務
連
絡
で
は
、
ご

要
望
の
多
か
っ
た
コ
ロ
ナ
の
検
査
に

つ
い
て
は
、
小
児
科
外
来
診
療
料
、

地
域
包
括
診
療
料
、
認
知
症
地
域
包

括
診
療
料
、
小
児
か
か
り
つ
け
診
療

料
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
、
手
術
前

医
学
管
理
料
、
ま
た
は
、
在
宅
が
ん

医
療
総
合
診
療
料
を
算
定
す
る
場
合

に
は
、
包
括
で
は
な
く
、
別
途
算
定

で
き
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

院
内
感
染
の
発
生
に
よ
り
一
時
的

に
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ

た
医
療
機
関
（
み
な
し
重
点
医
療
機

関
）
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

人
的
な
取
扱
い
も
含
め
て
、
追
っ
て

示
さ
れ
る
Ｑ
＆
Ａ
等
に
お
い
て
要
件

等
が
明
確
化
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
な
っ
て
も
、
我
々
医
療
現
場

の
対
応
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
五
月
八

日
以
降
も
国
民
医
療
を
支
え
ら
れ
て

い
る
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

4月3日　「こども家庭庁」発足式にて。岸田文雄内閣総理
大臣、小倉將信内閣府特命担当大臣、和田義明内閣府副
大臣らと参加

3月13日　超党派「成育基本法推進議員連
盟」野田聖子会長らと加藤勝信厚生労働
大臣に要望へ

3月13日　「ワンヘルス推進議員連盟」設立
総会へ（林芳正衆議院議員、麻生太郎衆議
院議員、武見敬三参議院議員、松山政司参
議院議員、古賀篤衆議院議員）。藏内勇夫
日本獣医師会会長、松本吉郎日本医師会
長、横倉義武日本医師会名誉会長らご臨席

3月13日　介護福祉関連団体とともに萩生
田光一自民党政務調査会長へ物価高騰対
策を要望

3月29日　「難聴対策推進議員連盟」第17回
総会を上川陽子会長、大塚拓幹事長らと
開催。高齢者難聴について新潟県、山形市、
東京都港区からヒアリング

3月3日　菅義偉前内閣総理大臣がラジ
オ出演してくださいました。（ニッポン
放送「すくすく育て 子どもの未来健康
プロジェクト」毎週日曜6：04～ 6：13）

4月2日　「学校保健講習会」にて講演。
渡辺弘司日本医師会常任理事、松村誠　
日本医師会学校保健委員会委員長と

自
治
体
か
ら
の
出
向
者
や
民
間
企
業

か
ら
の
採
用
な
ど
、
総
勢
四
百
三
十

名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
所
管
す
る
政
策
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
前
後
で
は
、
妊
娠
相
談
や

妊
産
婦
支
援
、
産
後
ケ
ア
な
ど
、
乳

幼
児
期
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
、認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
、

母
子
保
健
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
乳
幼
児
期
以
降
、
大
人
に
な
る

ま
で
の
施
策
と
し
て
、
児
童
手
当
や

こ
ど
も
の
死
因
究
明
（Child Death 

Review
）
を
含
む
こ
ど
も
の
安
全
に

関
わ
る
こ
と
、
虐
待
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
い
っ
た
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
ど
も
の
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
齢
期
以
降
の
施
策
と
し
て

こ
ど
も
の
居
場
所
確
保
な
ど
が
所
管

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
や
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
行
う
伴
走

型
の
相
談
・
経
済
的
支
援
は
一
例
で

す
が
、
成
育
の
各
過
程
で
伴
走
し
な

が
ら
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
同

庁
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
『
こ
ど
も
・
若
者
』

輝
く
未
来
創
造
本
部
の
提
言
を
受
け

て
、
三
月
末
に
は
政
府
の
次
元
の
異

な
る
少
子
化
対
策
が
示
さ
れ
、
児
童

手
当
の
拡
充
、
所
得
制
限
の
撤
廃
な

ど
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
産
に
つ
い
て
は「
出
産
費
用（
正

常
分
娩
）
の
保
険
適
用
の
導
入
を
含

め
出
産
に
関
す
る
支
援
等
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、重
要
な
こ
と
は
、

保
護
者
の
負
担
を
な
く
す
こ
と
で
あ

り
、
有
床
診
療
所
が
国
内
の
多
く
の

出
産
を
支
え
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
産
科
医
療
機
関
の
経
営
の
安
定

に
つ
い
て
は
維
持
し
て
い
く
と
い
う

政
治
の
意
思
が
変
わ
る
こ
と
は
ま
っ

た
く
な
く
、
む
し
ろ
二
〇
二
四
年
の

医
師
の
働
き
方
改
革
と
相
ま
っ
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
支
援
が
必
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
費
の
あ
り
方
や
、
小
児

医
療
費
の
あ
り
方
、
出
産
費
用
の
あ

り
方
な
ど
は
、
別
途
、
文
科
省
や
厚

労
省
内
の
然
る
べ
き
会
議
体
で
時
間

を
か
け
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
六

月
の
政
府
の
骨
太
方
針
に
記
す
べ

く
、
よ
り
具
体
的
に
財
源
を
含
め
た
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こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

法
案
が
医
療
現
場
で
患
者
と
向
き
合

っ
て
お
ら
れ
ま
す
先
生
方
の
意
に
そ

う
も
の
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
省

内
で
の
取
り
ま
と
め
を
は
か
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
骨
太
の
方
針
や
診

療
報
酬
を
は
じ
め
と
す
る

来
年
の
ト
リ
プ
ル
改
定
の

議
論
が
加
速
し
て
参
り
ま

す
。
骨
太
の
方
針
で
は

ナ
ー
ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
の
問
題
や
財
政

規
律
の
健
全
化
の
た
め
だ

け
の
、
削
減
あ
り
き
の
緊

縮
、
効
率
化
と
い
っ
た
財

政
論
に
押
さ
れ
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
当

然
、
変
え
て
い
く
べ
き
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

と
社
会
保
障
は
国
民
の
生

命
と
健
康
に
直
結
し
て
お

り
、
守
る
べ
き
部
分
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

と
声
を
上
げ
、
地
域
医
療

羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
生
労
働
副
大
臣

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
三
月
二
十
五
日
に
、
議
員
と

し
て
は
四
年
ぶ
り
、
厚
生
労
働
副
大

臣
と
し
て
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
後
援
会
長
で
あ

り
ま
す
松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委

員
長
は
も
と
よ
り
、
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
大
臣
に
も
ご
講
演
を
賜
わ
り
、

大
変
貴
重
な
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
医
師
会
活
動
と
し
て

長
き
に
わ
た
り
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
賜
物
と
存
じ

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
現
在
国
会
で
は
「
全
世
代

対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
令

和
五
年
二
月
十
日
提
出
）」
が
衆
議

院
で
議
論
さ
れ
、
こ
の
あ
と
、
参
議

院
へ
送
ら
れ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
法

案
は
十
一
本
の
束
ね
法
案
で
あ
り
、

そ
の
な
か
に
は
、
日
本
医
師
会
代
議松本吉郎日本医師会長、富山県医師会馬瀬大助会長と種部恭子先生事務所開き訪問

員
会
で
も
質
問
の
多
か
っ
た
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
」
に
関
す
る
法
案
も

あ
り
ま
す
。
私
は
現
在
政
府
の
一
員

で
あ
り
ま
す
の
で
、
政
府
提
出
案
の

と
お
り
、
か
か
り
つ
け
医
は
患
者
が

選
ぶ
も
の
で
あ
り
、
選
ぶ
た
め
の
情

報
提
供
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
報
告
す
る
制
度
整
備
で
あ
り
、

決
し
て
登
録
制
に
つ
な
が
る
も
の
で

は
な
い
と
の
方
向
性
を
も
っ
て
成
立

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

参
議
院
の
委
員
会
質
疑
は
、
厚
生

労
働
委
員
会
に
所
属
す
る
星
北
斗
参

議
院
議
員
や
藤
井
一
博
参
議
院
議
員

に
お
任
せ
し
、
私
は
政
府
の
一
員
と

し
て
真
摯
に
答
弁
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
全
国
の
先
生
方
か

ら
多
く
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
る

大分県医師会河野幸治会長と

を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま

方
の
代
弁
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
で
統

一
地
方
選
挙
と
国
政
の
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
先
生
方
が
そ
の
地
域
の
議
員
に
対

し
、
し
っ
か
り
と
し
た
支
援
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
関
係
を
構
築
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
医
政
活
動
を
深

め
る
う
え
で
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
地
域
で
医
政
を
理
解
い
た

だ
き
、
共
に
地
域
医
療
を
考
え
て
い

た
だ
け
る
方
が
い
る
、
そ
の
こ
と
は

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ま
方
に
は
積
極
的
に
地
方
議
員
の
先

生
方
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

横倉義武先生お祝い会にてご夫妻と

長崎県医師会森崎正幸会長と虎島泰洋先生

神奈川県医師会にて「医師の働き方改革」についての講演

セミナーを開催いたしました。ありがとうございました


